
遺体を北枕に安置し、喪主、儀式の形式と日取り、葬儀社を決めて依
頼し、寺院や知らせるべき人に連絡します。

法要後、お世話になった人に感謝と慰労の気持ちを込めて喪主が挨
拶。遺族が酒と料理でもてなし、故人をしのびます。

　葬儀は人生最後の儀式。弔事の一つひとつにしきたりがあり、意味がありま
す。地方によって、また宗教や宗派によって名称や作法は異なりますが、大方の流
れは次のようになります。

　現在、墓地や霊園などで多く見られる形のお墓は、江戸時代
の中頃から広く使われるようになったと言われています。鎌倉
時代から室町時代にかけて多く作られた、五輪塔（ごりんとう）
など供養塔型のお墓も一部で見られます。近年は、背が低く横
幅が広い洋型のお墓も増えてきました。また、既成の型にこだ
わらない自由なデザインのお墓も見られます。

臨終

枕飾りをして遺体を安置。喪服、遺影の準備と世話役との打ち合わ
せ。戒名の依頼や隣近所への挨拶、死亡届の手配も行います。

通夜の翌日に、死者を弔うのが葬儀で、故人に別れを告げるのが告別
式です。読経の後、遺族、親族が焼香し、参列者の焼香へと移ります。

通夜の準備

故人との別れを惜しみ、夜通し香と灯火を絶やさず遺体を守ったのが
本来の通夜ですが、最近では数時間ほどで終わる形式が多くなりまし
た。通夜が終了した後は、通夜ぶるまいとして親族や親しい人に食事を
振る舞ったり、代わりに折り詰めなどを渡したりすることもあります。

通夜

葬儀・告別式

最後の対面の後、別れの花などを行い、遺族の手で霊柩車へ。会葬者
は合掌して見送ります。　※葬儀・告別式の前に行う場合もあります。出棺・火葬

火葬の前に全員が焼香。火葬終了後は、二人一組になって箸で遺骨
をはさみ骨壺にいれる骨上げを行います。※葬儀・告別式の前に行う
場合もあります。

火葬・骨上げ

持ち帰った遺骨、位牌を祭壇に安置し、僧侶が読経する中、遺族によ
る焼香が行われます。このとき、本来７日目に行う初七日法要を、繰り
上げてとりおこなう場合が多くなっています。

還骨回向

精進落とし

初七日に始まり、三十五日、四十九日、百か日と、お経を上げて、お香
で供養します。このとき納骨を行う場合もあります。追善供養

一周忌に始まり、２年目の三回忌、６年目の七回忌、その後十三回忌、
十七回忌、二十三回忌、二十七回忌、三十三回忌、三十七回忌、五十
回忌と法要を続けます。三十三回忌または五十回忌をもって、弔い上
げ（最終の年忌法要）とする場合が多くなっています。

年忌法要

故人の宗教に合わせた作法を

日常生活の中で、できるだけ考えたくないことかもしれませんが、どのような人生にも終焉は訪れます。
いざというとき慌てないために、基本的な葬儀や法要の流れ、会葬のマナーは心得ておきましょう。

洋

型

　芝生墓地やガーデニング霊園、西洋風霊園な
どの増加とともに、西洋風のお墓も増えてきま
した。台石の上に、和型と比べて背が低く、横幅
が広い竿石を置いたお墓で、竿石の前面を斜め
に加工した「オルガン型」や、垂直に加工した「ス
トレート型」などがあります。また、芝生墓地な
どで多く見られる「プレート型」もあります。

和
型
供
養
塔

　現在の和型墓石が広く普及する以前に多く
作られた、供養塔の形をしたお墓です。五輪塔
（ごりんとう）、多宝塔（たほうとう）、宝篋印塔
（ほうきょういんとう）、無縫塔（むほうとう）など
の種類があります。

デ
ザ
イ
ン
墓
石

　伝統的な形にとらわれず、故人の趣味や個性
を反映したオリジナルのデザインを施したお墓
を選ぶ方も増えています。ただし、墓地や霊園に
よっては特異なデザインのお墓を建造できない
場合がありますので、事前に確認する必要があ
ります。

和

型

　最も標準的な形のお墓です。竿石（さおいし）
の下に上台石（じょうだいいし）、下台石（げだい
いし）を重ねた形が多く見られます。下台石の下
に芝台石（しばだいいし）を置いたり、竿石と上台
の間にスリンと呼ばれる石を置く場合もありま
す。また、付属品として香炉（こうろ）、水鉢（みずば
ち）、花立て（はなたて）、墓誌（ぼし）、卒塔婆立て
（そとばたて）なども、必要に応じて設置されます。

お墓の形いろいろ弔事の流れ〈臨終から法要まで〉

※掲載の記事に関しましては、一般的な仏式の慣習を掲載したものであり、各宗教や宗派または地域により異なる場合があります

葬儀・お墓について このページは有料広告ページです 株式会社サイネックスによる編集記事ページです
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